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活動経過及び予定 
4 月14 日 第 1 回理事会 

4 月20 日 HP 更新30 

5 月13 日 第 2 回理事会／第 1 回評議員会 

第 1 回 評議員会 

5 月25 日 第 3 回理事会／第 1 回常任委員会 

6 月11 日 県事協事業説明会 

6 月25 日 第 4 回理事会 

7 月22 日 第1 回第五次県費事務改善検討委員会 

8 月 3 日 第 2 回第五次県費事務改善検討委員会 

第九回 県事協 総代会 開催！ 

 去る 8 月 6 日（金）県教職員互助組合会館に於い

て本年度の総代会が県下 10 地区から 17 名の総代

が参加し、盛大に開催されました。会長の開会あい

さつに続き、福利厚生事務センター・教職員共助

会・教職員互助組合・鹿教組・教職員共済の代表者

からの来賓あいさつでは県事協の活動に対する期

待の言葉が寄せられました。南薩・山崎さんが議長

ということで、協議に入り、 

第1 号議案 09 年度事業経過・決算報告に関する件 

第2 号議案 10 年度事業計画・予算（案）に関する件 

第3 号議案 会則・運営細則改正に関する件 

第4 号議案 役員承認に関する件 

 が執行部より提案され熱心な協議を経た結果すべ

ての議案が提案どおり承認されました。今年度事業

については既に先行実施している第５次県費事務

改善検討委員会では昨年度まで基本的に夏季休業

中のみの活動だった検討委員の中から新たに４名

の方に常任委員になっていただき、年間を通じてマ

ニュアル等更新に携わっていただいているところで

す。本年度は印刷サービスはいたしませんが基本

的には前年度並みの作業量になると思います。各

地区に CD あるいは USB メモリー等の電子媒体で

「仮称R4」を 1 組ずつ配布する予定ですので、各地

区役員におかれましては「各地区研修資料データ」

と併せて電子媒体にて全会員の皆様に届くようによ

ろしくお願いします。また、アンケートを実施し、今

後マニュアル等を加除式にするか否かなどの方向

性を決めていく方針です。 

 会則・運営細則改正については地区が 13 地区あ

りましたが、教育事務所が7つになったことを受けて

改正後県事協の地区は 8 つになりました。鹿児島・

日置が行政上複雑で服務・指導関係と給与手当関

係の所管が違うので県事協としては 8 地区ということ

です。（人事上も８地区です。）各地区の事務職員協

議会におかれては統合の際の苦労は大変だったこ

とでしょう。本当にご苦労様でした。特に大隅は口蹄

疫により正式な総会の開催は年末調整説明会の時

だそうです。また、拠出金は各地区5000円と会員数

×定額としました。「定額」とは今年度は 1250 円で

す。理事会で次年度事業計画を立てどれくらいの予

算が必要かを算出します。それによって定額は変わ

ることになります。11 月の第３回評議員会で次年度

分を提案する予定です。県事協は利益を出さない

ように適切な運営を心がけております。 
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 役員体制ですが、前田会長、吉元理事（3 月）が退

任し、早崎会長、濱田理事が就任しました。前田会

長は２年間、吉元理事は約４年間、ご苦労様でし

た！ 

【 2010年度 役員名簿 】 
役職名 氏 名 地区 学校名 

会 長 早崎 当和 北薩 藺牟田小

副 会 長 吉井 文明 大隅 波野小 

箱川 道彦 北薩 川内小 

寄井田 雅裕 北薩 鶴川内中

越智 義隆 南薩 川畑小 

濱田 裕樹 大隅 森山小 

理 事

松元 裕之 日置 羽島中 

中元 利彦 南薩 山川中 
監 事

野崎 浩一 北薩 東出水小 

 

HP の更新は 10 月上旬予定 検索は「鹿児島県教職員共助会」

で。リンクで「県事協」とありますのでそこから入っていただける

とありがたいです！ 

 

県事協



   

本当にご苦労様でした！ 
期待しています！！ 

退任のご挨拶 
  自らの浅学非才を顧みず、会長の重責を二年間務

めさせていただきました。皆さんのご支援・ご協力

により何とかその職責をはたすことができましたこ

とにあらためて御礼申し上げます。 
お蔭様で得難い経験をさせていただき、私自身の物

の見方・考え方をとらえ直すよい機会ともなりまし

た。 
今後とも県事協が新体制のもと、時代の要請と設立

の趣旨とを調和させながら、益々発展充実すること

を祈念し、甚だ簡単ながら退任のご挨拶といたしま

す。               前田潤一 
 
よろしくお願いします！ 

 今回の総代会において、前田会長の後任として会

長となりました。よろしくお願いいたします。退任

された前田さん、吉元さんにおかれましては大変ご

苦労様でした。 
幸いにして吉井副会長をはじめ、多くの理事の

方々が引き続き留任していただいております。築き

上げられた県事協の確固たる地歩を、しっかりと引

き継いでその任にあたれます。 
さて県事協は、９年目の歩みをスタートしました。

これまで県事協の行ってきた事業は、はかりしれな

い「財産」を残し、関係各方面から高い評価を得て

きています。これは役員の方々や、諸委員の任を担

った多くの県内の学校事務職員の刻苦勉励の賜です。

この「財産」をさらに継承発展させなければなりま

せん。 
 義務教育費国庫負担制度改悪時に、「学校事務職員

は学校の基幹的職員である」ということが議論され

ました。私たちはこの「基幹的職員」ということを、

学校現場においてまさに文字通り「基幹的職員」と

すべく、諸手当の認定権限の移譲や学校事務支援室

の導入等、大きな変わり目の中においてさらなる実

践を行う必要があります。 
 県事協の設立の趣旨にある「県下の学校事務職員

が等しく情報を共有・享受し、広域的に連携し集う

場」となるよう県内全事務職員の叡智をひとつにせ

ねばなりません。創造されようとしている新たな学

校事務職員制度を、若い世代に引き継ぐために県事

協の果たすべき役割は重要と考えます。 
各地区協議会等を基礎に、県事協がこの任を責任

もって担えるようみなさんのご協力をお願い申し上

げ、就任のご挨拶といたします。 
早﨑 当和 

 

 

 この度，異動に伴っての欠員補充ということで理

事になりました志布志市立森山小学校の濱田と申し

ます。鹿児島県の事務職員制度のあり方が大きく変

わろうとする大事なときにこれまでほとんど県事協

には関わっていなかった私なんかにできるのかとに

かく不安でいっぱいです。しかし，なった以上は県

事協の基本理念である「情報の共有・享受」，「広域

的な連携」に少しでもお役に立てるよう精一杯がん

ばるつもりでいますのでよろしくお願いいたします。 
           濱田裕樹 

 
 

【会員地区一覧】 （2010年5月1日現在） 
名       称 会員数

 

鹿児島市学校事務研究会 ６３

日置地区学校事務職員会 ３８

南薩地区小中学校事務職員会 ７４

北薩地区小中学校事務職員研究協議会 １１７

姶良・伊佐地区事務職員協議会 ９０

大隅地区小中学校事務職員協会 １３７

熊毛地区事務職員連絡協議会 ３８

大島地区公立小中学校事務職員協会 １００

計 ６５７

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 ８月26日の３回目をもって第五次県費事務改善

検討委員会が終了いたしました。平均年齢が高い県

事協会員中、比較的若い（笑）委員の方々の熱意と意

欲に圧倒されました！前記したように4名の方々には

残っていただき、他の常任委員の方々と共にマニュ

アル完成までお付き合いいただきます。この活動状

況は次号以降追って掲載したいと思います。 

 

 7 月末に全事研徳島大会に行きました。文科省の説明、分科会での香

川県から来られたある校長先生、講義をされた先生、皆一様に「連携」と

いう言葉を散りばめられました。文科省初等中等教育局企画官・高橋氏

は「事務職員が管理職をサポートする仕組み、積極的に支える仕組み

ができないか」また、「個人的には事務職員は地域密着型であって欲し

い、教員は広域な人事で、事務職員は地域に根付くことで地域とのパイ

プ役を」と言われたが、新標準の出たばかりの鹿児島には無理のある話

だと思った。全体会で講義をされた国立教育政策研究所・藤原氏は「持

田栄一氏の教育としての学校事務論を振り返ること、地域社会とのつな

がり・地域を育てるような学校であってほしい」などと言われた。「教育支

援とは何か。そこにはビジョンが必要だ」 う-ん、難しい！ 

編集後記 


